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論文内容の要旨
micelle は界面活性剤分子で覆われ、有機溶媒中に分散した微小な水滴であり、そのサイズは約 10 nm 程度と見積
もられる。この水滴を微小反応場として利用した微粒子調製による新機能発現のためのいわゆるナノテクノロジー研
究が注目されている。本研究では、 microemulsion 溶液を瞬時に凍結・割断し、その割断面の plasmareplica film を




本論文の前半部(第 I 部)では、水溶液中の分子性 cluster に注目し、 citric acid 水溶液の微細構造と溶液濃度の関
係から、 citric acid 結晶成長過程に関する知見を述べ、また水溶液・ acetone 水溶液やゲ、ル(バター・梅干果肉)中
における微小 NaCl 結晶の形状と成長過程、および光学活性物質 (cis -2-benzamide cyclohexane carboxylic acid) 
の自然分晶現象について述べる。さらに、 microemulsion の特徴のひとつである溶液の微細構造変化-含水率や界面
活性剤分子の濃度および溶液温度を操作変数として、分散系から鎖状・ネットワーク構造への変化ーについて述べる。
全体を通して、前半部では溶液の「生きたまま」の構造を電子顕微鏡観察する目的で開発した plasma replica 法の詳
細とその妥当'性の検証について述べる。
後半部(第 E部)では、界面活性剤として sodium bis(2-ethyl hexyl) sulfosuccinate (AOT) を用いた micelle の
微小反応場で生成した BaS04 をはじめいくつかの無機物質 (BaCr04、 CoFe204、 Fe(OH)s、 Ni(OHh など)の超微
粒子およびその凝集体としてのマイクロ粒子やネットワーク構造物、あるいは方向性のある凝集成長を示すnanoWlre












後半部(第 E部)では、界面活性剤として sodiumbis(2-ethylhexyl) sulfosuccinate (NaAOT) を用いたマイクロ
エマルション中の微小反応場で生成したいくつかの無機物質 (BaS04、 Ni(OHh など)の微粒子およびその凝集体と
してのマイクロ粒子やネットワーク構造物、ナノワイヤーやウイスカー状粒子を電子顕微鏡によりマイクロエマルシ
ョン中で捉え、目的に応じた粒子の調製方法・操作変数(含水率・イオン濃度比)との関連について述べている。こ
れらを通じて後半部で、はマイクロエマルション中における微粒子生成過程をプラズマレプリカ法を用いて「生きたま
ま」捉えることに成功し、微粒子の形状を制御する操作変数についての知見を得ている。
本研究で得られた成果は、ナノ微粒子調製における機能の発現などのナノテクノロジー支援にとどまらず、新しい
電子顕微鏡工学の創成に向けた極めて重要な意味を持つものと考えられる。よって博士(工学)の学位論文として価
f直のあるものと言忍める。
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